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ま
す
ま
す
元
気

百
歳
に
な
っ
た
海
野
徳
次
郎
さ
ん

＜
早
手
つ
く
り
を
す
る
徳
次
郎
さ
ん

　
九
月
十
五
日
は
「
敬
考
の
日
」
で
す

が
、
こ
の
日
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
つ
く
し
て
き
た
お
と
し
よ
り
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
．

　
本
町
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
は
、
八
月
一
日
現
在
で
、
千
七
十
七

人
と
町
人
口
の
一
五
％
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
老
人
医
療
費
の
無
料
化

な
ど
に
と
も
な
い
、
長
生
き
す
る
お
と

し
よ
り
も
ふ
え
て
く
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
昭
和
五
十
年
に
は
町
人
口
の
二
〇

％
が
お
と
し
よ
り
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
、
各
部
落
で
敬
老
会

な
ど
が
開
か
れ
る
よ
う
で
す
が
、
町
で

は
、
八
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
百
八

十
三
人
に
対
し
て
、
一
人
三
千
円
の
祝

金
を
さ
し
あ
げ
、
敬
老
の
日
を
お
祝
い

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
九
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り

は
十
五
人
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
人
た

ち
に
は
町
長
が
直
接
訪
問
し
て
長
寿
を

お
祝
い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
最
高
齢
者
は
寺
迫
の
海
野
徳

次
郎
さ
ん
で
、
明
治
八
年
生
れ
で
す
。

海
野
さ
ん
は
こ
と
し
六
月
二
十
二
日
に

満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
ま
す
ま
す
元
気
に
庭
の
草
む
し
り

な
ど
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
坪
谷
の
海

野
平
太
郎
さ
ん
も
、
来
年
三
月
二
十
八

日
に
は
満
百
歳
の
長
寿
を
迎
え
ま
す
。

⑧
献

血

ぬ　激増
す
る
交
通

事
故
や
外
科
手
術

な
ど
で
、
最
近
ま
す
ま
す
大
量
の
血

液
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
、
あ
な
た
が
献
血
し
た
血
液

で
多
く
の
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
る
の

で
す
。
あ
な
た
や
あ
な
た
の
で
家
族

の
か
た
が
、
も
し
輸
血
を
必
要
と
す

る
場
合
、
生
命
を
守
る
血
液
が
足
り

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
献
血
は
保
存
血
液
と

し
て
血
液
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
い
つ
で
も
病
院
へ
届

け
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
最
近
献
血

の
伸
び
が
悪
く
、
そ
の
理
由
は
献
血

者
が
一
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
な
か
に
は
一
人
で
五
回
以
上
献

血
し
た
人
も
い
ま
す
が
、
一
方
で
は

健
康
で
あ
り
な
が
ら
ご
協
力
の
機
会

の
な
い
か
た
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

必
要
な
と
き
に
必
要
な
血
液
型
を
、

必
要
な
量
、
病
院
に
届
け
る
た
め
に

職
場
、
地
域
な
ど
で
積
極
的
に
機
会

を
つ
く
り
、
献
血
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

い
ざ
行
か
む
行
き
て

ま
だ
見
ぬ
山
を
見
む

こ
の
さ
び
し
さ
に
君

は
耐
ふ
る
や
　
牧
水
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人と篇章を調べる
人ロと世帯のうつりかおり

現住入口調査

世帯数

rU
、

10月1日一国勢調査マ
　
こ
と
し
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
．
．

っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
国
勢
調
査
は
統
計
法
に
も
と
づ
い

て
国
が
お
こ
な
う
調
査
で
、
大
正
九
年

に
第
一
回
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
来
五

年
ご
と
に
お
こ
な
わ
れ
、
今
回
は
第
十

二
回
目
に
当
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
過
去
十
五
年
間
の
東
郷

町
の
人
口
推
移
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
．
こ
れ
を
ご
ら
ん
に
な
っ
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
東
郷
町
の
人
口
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
若
い
人
た
ち
が

町
外
へ
転
出
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

ほ
か
に
年
齢
別
の
人
口
構
成
な
ど
も
く

わ
し
く
わ
か
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
の
政
治
や

行
政
の
基
礎
資
料
と
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
県
や
町
の
行
政
に
も
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
国
勢
調
査
で
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
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る
す
べ
て
の
人
に
串
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
、

町
内
で
五
十
三
人
の
調
査
員
が
、
み
な

さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票
の
記
入
の
お
ね

が
い
に
あ
が
り
ま
す
。

　
調
査
票
に
は
、
お
宅
に
住
ん
で
い
る

人
（
長
期
滞
在
し
た
人
や
生
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含
む
）
を
も
れ
な
く

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

調査票

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
決
し
て
他
に
も
ら
し
た
り
、
統

計
を
作
る
以
外
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
正
し
い
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
ね

が
い
し
ま
す
。

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、

十
月
一
日
か
ら
五
日
ご
ろ
ま
で
の
間
に

調
査
員
が
取
集
め
に
伺
い
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

黒
鉛
筆
で
記
入

昭50。91

口

折
っ
た
り
汚
さ
な
い
よ
う
に
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今
回
の
国
勢
調
査
の
謂
査
票
は
、
正

確
な
統
計
表
を
一
日
も
早
く
作
成
し
て

行
政
に
役
立
て
る
た
め
、
各
家
庭
で
記

入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
町
・

県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局
に
集
め
ら

れ
、
　
「
光
学
式
続
取
装
置
」
と
い
う
マ

ー
ク
を
続
み
取
る
機
械
に
か
け
て
集
計

し
ま
す
。

　
調
査
票
は
、
気
軽
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
て
よ
い
の
で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
に

も
直
接
機
械
に
か
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
取
扱
い
や
記
入
に
つ
い
て
は
、
つ

ぎ
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
ね
が
い
し
ま
す
。

　
▼
調
査
票
の
販
扱
い
▲

　
①
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め

　
　
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。

　
②
裏
に
ご
は
ん
つ
ぶ
や
ス
ス
な
ど

　
　
が
着
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　
い
。
▼
調
査
票
の
記
入
▲

①
必
ず
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い
。

②
答
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
と
こ

　
ろ
は
、
わ
く
い
っ
ぱ
い
に
横
線
を

　
は
っ
き
り
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③
答
を
文
字
又
は
数
字
で
記
入
す

　
る
と
こ
ろ
は
、
点
線
の
わ
く
か
ら

　
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
記
入
し
て

　
く
だ
さ
い
。

④
誤
っ
て
記
入
し
た
と
き
は
、
消

　
し
ゴ
ム
で
よ
く
消
し
て
く
だ
さ
い

調
査
区
と
調
査
員

　
〔
寺
迫
〕
長
崎
一
黒
木
常
喜
、
庭
田

一
黒
木
睦
美
、
落
鹿
・
日
平
1
1
植
野
誠
、

吉
牟
田
H
新
保
昭
則
、
山
ノ
ロ
・
三
遍

一
高
野
今
朝
男
、
　
〔
福
瀬
〕
仲
野
原
一

1
1
関
野
早
見
、
仲
野
原
二
・
三
口
直
野

馨
、
出
ロ
ー
1
小
林
今
朝
治
、
上
村
一
・

二
ほ
木
村
喜
一
、
上
村
三
1
1
松
田
浅
喜
、

下
村
一
海
野
茂
、
鳥
川
ほ
塩
月
孝
、
鵜

戸
木
・
日
田
尾
㍑
谷
口
峰
久
、
．
広
瀬
g

金
丸
貢
、
〔
小
野
田
〕
舟
戸
日
舛
田
強
、

山
陰
団
地
一
1
稲
田
重
行
、
又
江
野
1
1
澗

崎
雅
治
、
又
下
二
・
老
谷
1
1
関
野
勇
、

小
野
田
・
切
瀬
H
東
村
カ
ズ
ミ
、
大
谷

昼
畝
原
昂
、

〔
鶴
野
内
〕
大
工
野
・
オ
モ
ダ
カ
ー
塩

月
東
、
上
村
1
1
三
原
正
喜
、
前
田
・
中

水
流
一
岩
見
春
治
、
鈴
峰
園
時
平
野
久

栄
、
下
村
・
白
浜
一
新
本
幸
男
、

〔
迫
野
内
〕
東
下
・
地
内
臆
黒
木
万
、

鹿
瀬
・
河
原
一
佐
藤
正
行
、
西
谷
1
1
佐

藤
久
男
、
東
上
n
前
田
福
美
、
　
〔
八
重

原
〕
全
域
置
福
畑
昇
〔
田
野
〕
ワ
ラ
ビ

ノ
．
田
野
闘
黒
田
為
正
、
稲
葉
野
1
1
稲

田
博
、
　
〔
羽
坂
〕
羽
坂
・
硯
野
・
沖
ノ

水
流
瞳
山
本
和
年
。
日
下
道
・
樋
田
1
1

佐
藤
春
美
、
小
長
野
・
井
尻
・
深
瀬
“

清
水
樹
、
　
〔
仲
深
〕
下
仲
瀬
凹
桑
原
貞

信
、
久
居
原
一
1
川
越
洋
、
深
谷
目
日
高

善
雄
、
下
水
流
1
1
三
好
義
弘
、
野
々
崎

1
1
申
野
拓
郎

〔
坪
谷
〕
瀬
平
1
1
那
須
和
昭
、
市
谷
。

川
崎
1
1
矢
野
周
、
本
村
H
寺
原
正
、
石

原
1
1
吉
田
重
一
、
上
野
原
・
赤
井
笠
1
1

三
浦
正
教
、
市
谷
原
“
井
上
幸
夫
、
仲

崎
一
矢
野
松
樹
、
多
武
ノ
肝
腫
富
山
勲
、

〔
越
表
〕
中
水
流
・
八
ツ
山
1
1
海
野
保

司
、
田
口
原
凹
河
野
輝
幸
、
児
洗
・
つ

づ
ら
内
闘
橋
口
重
盛
、
一
松
露
・
柳
原

口
川
崎
義
孝
、
　
〔
下
渡
川
〕
全
域
1
1
日

高
清
。
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雨
に
も

注
意

台
風
に
備
え
る
ー
ー
！
－
一
…
1
ー
ー
～

お
宅
の
安
全
対
策
は
！

　
現
在
、
天
気
予
報
は
八
割
以
上
の
打

率
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
地
震
の
予
知

は
大
変
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
。
台
風

の
予
報
は
、
日
本
の
は
る
か
南
の
海
上

に
発
生
す
る
と
、
も
う
番
号
を
つ
け
て

数
え
、
進
度
や
速
度
を
刻
々
と
知
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
よ
く
、
台
風
を
大
型
だ
と
か
小
型
だ

と
か
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
中
心
か
ら

半
径
○
○
○
キ
ロ
以
内
で
は
○
○
難
の

暴
風
雨
…
し
と
い
わ
れ
る
暴
風
雨
圏
の

大
き
さ
の
区
別
で
す
が
、
台
風
の
強
さ

は
、
こ
の
暴
風
圏
の
ひ
ろ
が
り
具
合
で

強
さ
の
見
当
が
つ
く
わ
け
で
す
。
つ
ま

り
台
風
は
、
申
心
気
圧
を
示
す
数
字

（
ミ
リ
バ
ー
ル
）
の
小
さ
い
ほ
ど
強
い

わ
け
で
、
ま
た
申
心
付
近
の
最
大
風
速

が
大
き
い
ほ
ど
強
い
と
考
え
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　
台
風
は
一
般
に
暴
風
雨
を
伴
い
ま
す

か
ら
、
台
風
が
上
陸
す
れ
ば
、
上
陸
地

付
近
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
進
路
に
あ
た

る
地
方
で
も
被
害
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ

ん
。
先
月
の
台
風
五
・
六
号
は
、
幸
い

本
県
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
は
残
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
四
国
や
北
日
本
で
は
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
台
風
の
も
た
ら
す
豪
雨
は
、
台
風
自

身
の
上
昇
気
流
に
よ
る
も
の
と
、
地
形

の
影
響
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

般
に
台
風
が
日
本
本
土
に
接
近
ま
た
は

上
陸
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
現
象
と
か
さ
な
っ
て
豪
雨
を
も
た
ら

し
ま
す
。

台
風
悪
報
に
注
意

90歳以上の長寿者名簿（昭和50年8月25日調べ）
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り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
て
　
　
り
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
　

鵬
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
台
風
に
よ
る
本
土
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
各
地
気
象
台

か
ら
台
風
情
報
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
①
台
風
の
観
測
日
時
、
②
現

在
の
位
置
（
地
域
名
と
緯
度
、
経
度
で

あ
ら
わ
す
）
、
②
強
さ
と
大
き
さ
（
中

心
気
圧
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
、
暴

風
圏
の
広
さ
）
、
④
進
行
方
向
、
速
さ
、

⑤
今
後
の
予
想
、
⑥
警
戒
す
べ
き
事
項

な
ど
が
も
り
こ
ま
れ
ま
す
。

　
台
風
の
情
報
は
、
新
し
い
観
測
資
料

に
よ
っ
て
ど
ん
ど
ん
更
新
さ
れ
、
そ
の

つ
ど
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ

て
報
道
さ
れ
ま
す
の
で
、
た
え
ず
新
し

い
台
風
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
に
備
え
て
あ
な
た
の
家
の
安
全

対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
…
。
①
屋
根
瓦

②
雨
戸
、
ガ
ラ
ス
戸
③
そ
の
他
の
風
雨

に
弱
い
場
所
の
補
強
、
④
非
常
用
備
品

な
ど
を
重
点
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

砺’ハノ。”●・〆・・’・”・〃・〆・〃り’・〃層．，’・一｝’・〃吻’・，’り’・〃’・，’・〃4・，Aγ9｝’v「。〆∂〃・〆・ψ・〆・
、
、
、
、
輸
、
、
し
儀
、
◎
、
、
覧
、
、
亀
ミ
、
ミ
覧
気
し
噛
ミ
鳥
、
、
噛
、
、
、
6
～
、
、
唖
支
し
～
唇
ミ
、
、
、
、
亀
ミ
馳
、
、
、
し
、
・
へ
、
．
ミ
●
ミ
亀
ミ
じ
曳
、
・
ミ
覧
曳
、
煽
ミ
・
曳
亀
9
ミ
聯
ミ
・
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月

二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
の
十

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
こ
の
時
期
は
各
地
で
い
た
ま

し
い
交
通
事
故
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
今
年
も
①
歩

行
者
の
事
故
防

止
と
く
に
こ
ど

も
と
老
人
を
交

通
事
故
か
ら
守

ろ
う
、
②
運
転

者
保
護
の
た
め

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

十
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
の
中
に
は
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

た
な
ら
ば
死
亡
す
る
に
い
た
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
事
故

も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
。
自
分
の
生
命
を
守

子
ど
も
は
赤
信
号

22

冾
ｩ
ら
秋
の
交
通
安
全
運
動

る
た
め
に
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
や
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
必
ず
つ
け
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
車
を
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
　
　
し
て
い
る
と
き
は
す
べ
て
の
注
意
力

　
用
の
徹
底
ー
ー
の
二
点
を
重
点
と
し
　
　
を
運
転
に
向
け
、
と
く
に
子
ど
も
や

　
て
、
安
全
運
動
を
す
す
め
ま
す
。
　
　
　
老
人
な
ど
の
歩
行
者
・
自
転
車
乗
り

　
　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
は
み
　
　
を
み
か
け
た
と
き
に
は
、
赤
信
号
と

　
ん
な
の
ね
が
い
で
す
が
、
最
近
は
そ
　
　
思
っ
て
直
ち
に
徐
行
す
る
な
ど
の
措

　
の
犠
牲
者
は
激
増
の
傾
向
に
あ
り
ま
　
　
置
を
と
り
、
事
故
防
止
に
つ
と
め
て

　
す
、
今
年
も
死
者
は
す
で
に
八
十
一
　
　
く
だ
さ
い
。

　
人
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
較
し
て
　
　
　
　
　
　
日
向
警
察
山
陰
駐
在
所

、
し
ミ
、
ミ
、
ぐ
、
、
ミ
、
ご
、
、
・
、
、
覧
覧
、
、
噛
、
ご
、
」
、
、
ξ
、
・
、
｝
ミ
◎
、
、
も
竜
、
こ
さ
㍉
亀
、
、
ご
、
・
、
、
ご
、
ミ
、
し
～
ミ
｝
も
、
・
、
｝
噛
～
・
ミ
、
ご
、
隔
・
、
｝
「
、

　
ま
た
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
尊
い
　
　
ま
す
。

人
命
を
な
く
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
り
　
　
　
　
（
台
風
前
）

し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
家
族
　
　
。
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、
煙
突
な

全
員
で
避
難
方
法
や
場
所
な
ど
も
必
ず
　
　
　
ど
は
、
風
で
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ

き
め
て
お
く
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
か
り
取
り
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
台
風
に
よ
る
被
害
が
出
た
と
　
　
・
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
線
な
ど

き
は
、
小
さ
な
も
の
で
も
役
場
に
連
絡
　
　
　
が
電
線
に
ふ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ

し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
九
州

　
台
風
に
そ
な
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
力
日
向
営
業
所
（
電
話
②
一
二
八

　
　
　
　
九
剛
電
力
か
ら
お
ね
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
台
風
情
報
　
　
　
　
（
台
風
後
）

に
注
意
し
て
、
防
災
準
備
は
早
目
に
い
　
　
●
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ
さ
が
っ
て

た
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
電
線
に
は
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い

　
九
州
電
力
で
は
、
と
く
に
つ
ぎ
の
こ
　
　
　
で
、
す
ぐ
日
向
営
業
所
へ
ご
連
絡
く

と
を
注
意
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
　
　
　
だ
さ
い
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林植のへ地農

知事の許可が必要です

　
農
業
委
員
会
で
は

毎
月
一
回
委
員
会
を

開
催
し
、
農
地
の
所

有
権
移
転
や
転
用
許

可
申
請
、
資
金
の
貸

付
け
な
ど
農
業
の
全

般
に
つ
い
て
審
議
。

協
議
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近

で
は
農
家
の
兼
業
化

な
ど
が
す
す
み
、
労

働
力
の
不
足
も
手
伝

っ
て
農
地
の
荒
れ
地

が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
荒
れ
た
農
地
の

昭50．9．1

大
部
分
に
は
、
土
地
を
有
効
に
使
い
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
か
植
林
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら

の
多
く
は
無
断
で
植
林
さ
れ
て
い
る
よ

櫓
摯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

う
で
す
。
　
　
・
　
．
．

　
「
農
地
法
」
と
い
う
法
律
で
、
農
地

を
売
買
、
・
贈
与
。
植
林
・
宅
地
に
す
る

と
き
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
県
知
事

の
許
可
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
農
業
委
員
会

　
い
ま
ま
で
に
無
断
で
農
地
の
売
買
や

植
林
な
ど
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ

れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
ょ
う
と

す
る
人
は
、
つ
ぎ
の
方
法
で
許
可
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
三
条
許
可
申
請
　
　
農
地
や
採
草
放

牧
地
を
耕
作
の
目
的
で
所
有
権
を
移
転

し
た
り
、
地
上
権
や
永
小
作
権
、
使
用

貸
借
に
よ
る
権
利
、
賃
借
権
、
ま
た
は

使
用
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
設
定

し
た
り
移
転
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
買
い
方

　
〔
相
談
例
〕
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
を
買
っ
て
き
て
、
家
で
開
封
す
る

と
き
製
造
日
付
を
み
る
と
、
八
ヵ
月
前

の
日
付
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
日
付
の
古
い
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
て
食
中
毒
を
起
し
た
、
と
い

う
こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
不
安

で
す
。
食
べ
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か

　
〔
答
〕
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

は
、
中
華
め
ん
を
蒸
し
て
、
油
で
揚
げ

て
作
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

新
し
い
も
の
を
選
ぶ

　
油
は
、
直
接
．
日
光
に
あ
た
っ
た
り
、

古
く
な
っ
た
り
す
る
と
朽
敗
し
、
ひ
ど

く
な
る
と
魚
の
よ
う
な
に
お
い
が
し
ま

す
。
油
が
変
塾
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
る
と
、
食
中
毒
を
起
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
新

し
い
も
の
を
食
べ
た
方
が
良
い
わ
け
で

す
。　
食
べ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
期
間
は
、

製
造
の
良
し
悪
し
や
卸
し
元
や
小
売
店

な
ど
の
管
理
の
違
い
に
よ
り
一
概
に
い

会
か
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
四
条
許
可
申
請
．
・
．
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
（
山
林
や
宅
地
な
ど
）
に
転

用
す
る
と
き
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

　
五
条
許
可
申
請
　
　
農
地
を
農
地
以

外
の
も
の
に
す
る
た
め
、
所
有
権
を
移

転
し
た
り
、
地
上
権
な
ど
の
権
利
を
設

定
・
移
転
す
る
と
き
は
、
知
事
の
許
可

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
こ
れ
ら
の
許
可
申
請
の
手
続
き
は
、

農
業
委
員
会
で
事
務
処
理
し
ま
す
。
さ

ら
に
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か

た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
電
話
五

六
八
六
番
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
年
に
一
回
以
上
清
掃

し
尿
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
義
務

　
最
近
、
町
内
の
各
家
庭
に
も
し
尿
浄

化
槽
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
浄

化
槽
は
、
大
き
く
分
け
て
①
腐
敗
タ
ン

ク
方
式
（
動
力
を
使
用
せ
ず
従
来
か
ら

あ
る
方
式
）
と
②
長
時
間
バ
ッ
キ
方
式

え
ま
せ
ん
が
、
日
本
即
席
食
品
工
業
協

会
で
は
、
製
造
後
六
ヵ
月
を
過
ぎ
た
即

席
め
ん
は
、
店
頭
で
売
ら
な
い
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
ヵ
月
を
過

ぎ
た
も
の
は
さ
け
た
方
が
賢
明
で
し
ょ

う
。
万
一
、
六
ヵ
月
を
過
ぎ
た
も
の
を

買
っ
た
時
は
、
買
っ
た
店
に
持
っ
て
い

け
ば
、
返
品
に
応
じ
る
と
い
っ
て
い
ま

す
。

マ
ー
ク
を
見
て
買
う

　
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ー
ル
が
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
寵
遇
は
三
ヵ
月
で
す
。
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
買
う
と
き
は
、
直

射
日
光
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ

る
よ
う
な
店
は
さ
け
、
製
造
日
付
を
見

（
モ
ー
タ
ー
の
回
転
に
よ
っ
て
、
空
気

を
吹
き
こ
ん
だ
り
、
か
き
ま
ぜ
た
り
す

る
方
式
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
お
宅
の
し
尿
浄
化
槽
は

定
期
的
に
清
掃
し
て
い
ま
す
か
。
法
律

て
、
で
き
る
だ
け
新
し
い
も
の
を
買
い

ま
し
ょ
う
。
家
庭
に
置
い
て
お
く
と
き

も
、
涼
し
い
と
こ
ろ
に
お
き
、
早
目
に

食
べ
ま
し
よ
う
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
は
、
農
林

物
資
規
格
表
示
法
い
わ
ゆ
る
ジ
ヤ
ス
法

の
品
質
表
示
基
準
に
よ
り
、
品
名
・
原

材
料
名
・
内
容
量
・
製
造
年
月
日
・
調

理
方
法
・
製
造
者
名
な
ど
を
一
括
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
ジ
ヤ
ス
規
格
が
あ
り
、
こ
の
規

格
に
合
格
し
た
も
の
に
は
…
…
…

◎
　
　
　
　
ジ
ャ
ス
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

　
　
　
　
ま
す
の
で
、
こ
の
マ
ー
ク
を

確
め
て
買
物
の
目
安
に
し
ま
し
よ
う
。

で
は
、
浄
化
槽
や
付
属
機
器
に
つ
い
て

専
問
の
業
者
か
ら
定
期
的
に
点
検
を
受

け
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
、
一
年
に
一
回
以
上

は
必
ず
清
掃
し
ま
し
よ
う
。

①
放
流
水
は
必
ず
消
毒
し
た
後
で
な

　
い
と
放
流
で
き
ま
せ
ん
。
定
期
的
に

　
消
毒
薬
を
い
れ
ま
し
よ
う
。

②
　
電
気
を
使
っ
て
浄
化
し
て
い
る
浄

　
化
槽
は
、
電
源
を
切
ら
な
い
こ
と
。

　
電
源
を
切
る
と
浄
化
の
働
き
が
な
く

　
な
り
、
こ
の
た
め
悪
臭
が
発
生
し
た

　
り
、
生
ま
の
し
尿
が
流
れ
、
公
害
の

　
発
生
源
と
な
り
ま
す
。

③
お
宅
の
し
尿
浄
化
槽
は
維
持
管
理

　
契
約
を
し
て
い
ま
す
か
。
ま
だ
契
約

　
を
し
て
い
な
い
と
き
は
i
一
日
向
衛

　
生
公
社
（
電
話
②
五
三
〇
五
）
に
委

　
託
し
て
く
だ
さ
い
。

④
　
浄
化
槽
が
つ
ま
っ
た
り
、
電
気
系

統
な
ど
が
故
障
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
お

宅
の
契
約
し
て
い
る
委
託
業
者
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

青
年
の
国
内
研
修

寺
原
君
ら
1
0
人
が
参
加

　
〔
参
加
者
氏
名
〕
寺
原
正
（
坪
谷
）

矢
野
博
（
福
瀬
）
、
藤
井
柳
太
郎
（
羽

坂
）
、
答
瀬
踏
（
小
野
田
）
、
佐
藤
孝
へ
迫

野
内
）
、
草
野
新
平
（
仲
深
）
、
福
畑
ひ

と
み
（
八
重
原
）
、
山
口
佐
知
男
（
八

重
原
）
、
福
谷
集
（
鶴
野
内
）
、
木
村

逸
子
（
小
野
田
）
。

　
〔
引
引
者
〕
高
森
教
育
長
。

｝一『
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家庭における看護法

中央公民館で講習会

　
八
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
、
中

央
公
民
館
で
家
庭
看
護
法
講
習
会
が
開

か
れ
、
二
十
五
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
日
本
赤
十
字
社
宮

崎
県
支
部
が
開
い
た
も
の
で
、
健
康
な

日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
、
家
庭
で
の

心
が
け
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
富
高
寿
子
さ
ん
は
、
日
本
人

の
平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
り
高
年
齢
層

が
厚
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
家
庭
に
お

け
る
お
と
し
よ
り
の
看
護
の
し
か
た
を

知
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
来
る
べ
き
老

年
期
を
じ
ょ
う
ず
に
迎
え
る
た
め
に
、

こ
の
講
習
会
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を
役

立
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旅
行
す
る
と
き
に
注
意
を
要

す
る
点
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た

夏
の
夜
に
盆
お
ど
り

に
ぎ
や
か
に
先
祖
の
慰
霊

麟　
八
月
十
五
日
は
月
お
く
れ
の
お
盆
。

寺
迫
地
区
で
は
農
作
業
の
都
合
で
七
月

が
お
盆
で
し
た
が
、
ほ
か
の
地
区
で
は

こ
の
日
に
先
祖
の
慰
霊
を
し
ま
し
た
。

　
お
盆
に
は
各
地
で
盆
お
ど
り
が
盛
大

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
昔
は
新
盆
の

家
に
親
類
縁
者
な
ど
か
ら
盆
ち
ょ
う
ち

ん
が
お
く
ら
れ
、
青
年
た
ち
を
中
心
に

盆
お
ど
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
い
つ
の
ま
に
か
お
ど

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
数
年
前
か
ら
青
年
た
ち
の
数
も
ふ
え

は
じ
め
、
そ
れ
と
と
も
に
盆
お
ど
り
も

復
活
、
と
な
り
部
落
ま
で
で
か
け
て
行

っ
て
に
ぎ
や
か
な
お
ど
り
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
祖
先
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
と

同
時
に
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

‘

郷
土
の
あ
ゆ
み
（
2
4
）

塩
月
儀
市

十
三
、
昭
和
時
代
⑥

　
戦
時
中
か
ら
昂
進
（
こ
う
し
ん
）

し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
食
糧
の
不
足
な
ど
も
拍
車
を
か

け
て
驚
く
ほ
ど
の
昂
進
を
み
ま
し
た

　
こ
の
た
め
、
農
村
で
は
こ
の
異
常

な
好
景
気
に
恵
ま
れ
た
一
部
の
農
家

で
は
新
金
の
百
円
札
で
、
い
わ
ゆ
る

「
尺
祝
」
な
ど
が
う
わ
さ
さ
れ
た
程

で
し
た
が
、
こ
う
し
た
農
家
の
所
得

の
増
加
も
当
時
生
産
資
材
の
入
手
が

困
難
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
家
自
身

が
非
生
産
的
器
具
や
消
費
的
物
資
の

購
買
欲
に
引
ず
ら
れ
た
た
め
、
将
来

へ
の
資
本
投
資
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
イ
ン
フ

レ
の
終
息
と
と
も
に
、
再
び
農
家
の

生
活
は
窮
屈
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
か
か
る
問
に
あ
っ
て
次
第

に
産
業
復
興
へ
の
動
き
が
は
じ
ま
り
・

ま
し
た
。
農
地
改
革
と
農
業
協
同
組

合
の
組
織
化
に
伴
い
、
自
作
農
家
の

増
加
、
農
産
物
価
の
値
上
り
、
共
同

販
売
態
勢
の
確
立
に
よ
っ
て
生
産
意

欲
が
漸
次
向
上
し
ま
し
た
。

　
終
戦
後
の
生
産
物
価
格
の
推
移
比

較
指
数
は
、
米
、
麦
、
か
ん
し
ょ
、

し
い
た
け
、
牛
の
昭
和
十
九
年
を
一

と
す
れ
ば
、
昭
和
二
十
三
年
に
米
は

二
八
・
○
、
麦
二
三
・
八
、
か
ん
し

ょ
二
九
〇
・
九
、
し
い
た
け
三
⊥
ハ
・

一

五
、
牛
四
一
・
二
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
農
地
改
革
は
戦
後
日
本
の
民
主
化

と
い
う
G
H
Q
の
方
針
に
よ
っ
て
、

経
済
の
民
主
化
の
一
環
と
し
農
地
の

改
革
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
二
十
一
年
に
農
地
調
整
法
の

改
正
と
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
の

制
定
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
特
別
法

の
主
要
目
途
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

一、

s
在
地
主
の
存
在
し
な
い
こ
と

二
、
各
地
主
の
保
有
面
積
を
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
と
す
る
こ
と

三
、
既
存
の
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

自
作
農
を
別
と
し
て
自
作
農
の
適
正

面
積
を
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
内
と
す
る

こ
と
四
、
小
作
料
を
納
金
と
し
て
、
軽
減

す
る
こ
と

五
、
農
地
委
員
を
選
挙
し
て
民
主
化

す
る
こ
と

六
、
開
こ
ん
可
能
地
の
開
発
を
促
進

す
る
こ
と

　
以
上
の
措
置
に
伴
な
う
画
期
的
な

問
題
は
、
大
地
主
の
土
地
を
解
放
し

て
、
自
作
農
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
は
、
農
地
委
員

に
よ
る
農
地
の
買
収
売
渡
な
ど
の
事

務
は
順
調
に
す
す
み
、
買
収
脳
地
面

積
は
百
八
。
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
、
売

渡
面
積
は
百
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
余

に
達
し
ま
し
た
。
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福
祉
年
金
証
書
の
交
付

　
さ
き
に
定
時
届
の
た
め
に
提
出
中
の

福
祉
年
金
証
書
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で
お

返
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
書
を

も
つ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

年
は
支
払
日
の
六
日
が
土
曜
と
な
り
ま

す
の
で
八
日
に
の
ば
し
ま
し
た
。

　
期
日
　
9
月
8
日

　
場
所
と
時
間
　
▽
寺
田
公
民
館
・
午

前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
1
時
ま
で
ー
ー
寺

迫
、
▽
老
人
福
時
風
・
午
前
9
時
5
0
分

か
ら
1
2
時
ま
で
ー
ー
福
瀬
、
小
野
田
、
鶴

野
内
、
・
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で
1
1

迫
野
内
、
八
重
原
、
田
野
、
羽
坂
、
仲

深
（
山
陰
局
支
払
分
）
。
▽
坪
谷
公
民

館
・
午
前
9
時
5
0
分
か
ら
午
後
1
時
ま

で
1
1
仲
買
（
坪
谷
局
支
払
分
）
、
坪
谷
、

越
表
、
下
渡
川
。

　
時
効
の
年
金
保
険
料

　
国
民
年
金
法
で
は
、
老
齢
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
一
定
期
間
以
上
の

保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の

要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
時
効
に
よ

っ
て
納
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
保
険
料

が
あ
る
た
め
、
今
後
五
十
九
歳
ま
で
の

保
険
料
を
完
全
に
納
め
て
も
、
老
齢
年

金
の
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き

な
い
人
や
、
受
給
権
は
あ
っ
て
も
未
納

期
間
が
あ
る
た
め
に
、
低
額
の
老
齢
年

金
し
か
も
ら
え
な
い
人
が
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
全
国
民
が
そ
ろ
っ
て
、
多
額

の
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
、
昭
和
四

十
八
年
三
月
以
前
分
の
時
効
と
な
っ
た

保
険
料
を
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
に
限
り
月
額
九
百
円
の
割
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
特
例
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
特
例
納
付
が
で
き
る
期
間
も
、

あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た

の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か
。
自
分
の
保

険
料
納
付
状
況
を
、
も
う
一
度
役
場
の

福
祉
係
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
報
受
付
局
の
変
更

　
　
　
　
　
　
日
向
電
報
電
話
局

　
電
話
で
発
信
す
る
電
報
の
受
付
局
が

十
月
一
日
か
ら
か
わ
り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
は
、
電
話
で
発
信
す
る
電

報
は
、
日
向
電
報
電
話
局
の
電
報
係
で

受
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
一
日
か

ら
は
、
延
岡
電
報
電
話
局
の
電
報
係
で

受
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
電
報
発
信
の
し
か
た
は
、
い

ま
ま
で
と
か
わ
り
ま
せ
ん
。
日
向
局
の

交
換
取
扱
者
を
よ
び
だ
し
て
「
電
報
」

と
告
げ
る
と
、
延
岡
局
の
電
報
係
が
出

ま
す
の
で
「
山
陰
局
×
×
×
×
番
の
誰

（
電
話
の
持
主
名
）
か
ら
電
報
を
願
い

ま
す
」
と
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
電
話
で
発
信
す
る
電
報
に
つ

い
て
く
わ
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
か

た
は
、
延
岡
局
②
一
四
九
四
九
番
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
　
　
二
期

　
　
　
納
期
　
　
九
月
三
十
日

町
職
員
の
発
令

　
〔
一
般
職
〕
8
月
1
日
付

　
▽
議
会
事
務
局
長
（
建
設
課
長
補
佐
）

矢
野
森
一
郎
、
▽
建
設
課
長
補
佐
重
工

務
第
一
係
長
（
建
設
課
工
務
第
一
係
長
）

甲
斐
久
生
、
▽
霊
峰
園
指
導
員
（
建
設

課
工
務
第
一
係
）
衛
藤
州
雄
、
▽
国
民

健
康
保
険
病
院
（
住
民
課
福
祉
係
）
三

浦
正
教
、
▽
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事

業
推
進
班
員
（
国
民
健
康
保
険
病
院
V

那
須
文
美
、
▽
住
民
課
福
祉
係
（
鈴
峰

園
）
矢
野
続
、
▽
鈴
峰
園
（
住
民
課
保

険
衛
生
係
）
平
野
久
栄
、
▽
住
民
課
保

険
衛
生
係
（
新
採
用
）
黒
木
孝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
9
月
1
日
付

　
▽
建
設
課
工
務
第
一
係
（
新
採
用
）

椎
田
幹
男

　
〔
退
職
〕
　
　
7
月
3
1
日
付

　
三
浦
淳
（
議
会
事
務
局
長
）

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
に

三
浦
淳
さ
ん
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
8

月
1
日
付
。

　
坪
谷
か
ら
中
継
放
送

　
　
　
9
月
1
3
日
M
R
T
テ
レ
ビ
で

　
九
月
十
三
日
、
午
後
三
時
か
ら
放
送

さ
れ
る
M
R
T
テ
レ
ビ
の
「
ワ
イ
ド
サ

タ
デ
ー
」
の
番
組
で
、
坪
谷
の
牧
水
生

家
・
記
念
館
な
ど
が
全
国
に
向
け
生
申

継
放
送
さ
れ
ま
す
。
十
七
日
の
牧
水
忌

に
ち
な
む
放
送
で
、
お
見
逃
し
な
く
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
に
か
え
て

ソ

　
下
渡
川
の
日
高
辰
雄
さ
ん
か
ら
（
キ
ク
エ
さ
ん
・
5
2
歳
ご
死
去
）

　
寺
　
迫
の
海
野
与
七
さ
ん
か
ら
（
仁
太
郎
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

　
寺
　
迫
の
河
野
ア
サ
子
さ
ん
か
ら
（
一
男
さ
ん
・
4
2
歳
ご
死
去
）

　
福
　
瀬
の
長
渡
依
夫
さ
ん
か
ら
（
清
八
さ
ん
．
7
7
歳
ご
死
去
）

　
坪
　
谷
の
那
須
昭
春
さ
ん
か
ら
（
八
右
衛
門
さ
ん
・
9
5
歳
ご
死
去
）

　
小
野
田
の
松
沢
精
一
さ
ん
か
ら
（
国
太
郎
さ
ん
の
法
事
）

こ
の
六
件
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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…
懸
憲
灘

　
　
　
　
　
7
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
．

交
の
名
「
部
落
，

寺
原
初
男

塩
　
月
　
　
　
昇

結
婚
お
め
で
と
う

ー
ー
属
■
1
－
「
レ

　
東
　
坪
　
谷

光
喜
鶴
野
内

各
一
■
部
．
、
落
；

黒河　黒黒

木
　
　
重
　
　
行

木
　
　
カ
ナ
エ

野
　
　
利
　
　
男

木
　
　
美
　
　
鈴

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
氏
　
　
　
　
名

日
　
高
　
キ
ク
エ

那
須
　
八
右
衛
門

黒
　
木
　
キ
ク
ノ

海
野
仁
太
郎

日八
向重
市原

寺寺

迫迫

一
年
齢
一
部
落

73　759352

寺小坪下
　野　渡
迫田谷川


	ますます元気－百歳になった海野徳次郎さん

	人と世帯を調べる－１０月１日国勢調査

	雨にも注意－台風に備えるお宅の安全対策は！

	農地への植林－知事の許可が必要です

	一年に一回以上清掃－し尿浄化槽の維持管理を義務

	家庭における看護法　中央公民館で講習会
	夏の夜に盆おどり　にぎやかに先祖の慰霊

	時効の年金保険料
	電報受付局の変更　日向電報電話局
	町職員の発令

